
 

 

 

 

 

 

３年生の運動部の皆さんは、６月から始まった区内大会を皮切りに、市内、県大会と戦いを終えました。練

習、また、大会が思うようにできなかった３年間だったと思いますが、皆さんは工夫して鍛錬を重ね、夏季大

会に臨むことができました。結果については、満足、不満足があるでしょう。しかし、やり終えた達成感は今

後の皆さんの人生において大きな糧（かて）となります。また、美術部、ボランティア部の皆さんは、芸術を

楽しみ、技を極め、また、学校美化活動に全力を尽しました。その努力できた自分に自信をもってください。

今月号では、部活動顧問の先生に３年生の皆さんへのメッセージを寄せてもらいました。お読みください。 

《 陸上部👟 》 

陸上部の皆さん，練習を重ねる毎に、自分の限界を超

える瞬間や、新たな記録を達成する瞬間があったことで

しょう。その過程で，苦労や挫折もあったかもしれませ

んが、それが皆さんを強くし、成長させました。３年間

の練習を通じ、努力の大切さ、協力する力、自己克服の

意志をもつことを学んだと思います。これらの精神と夢

をもち、目標を追い求める姿勢を忘れずに、自信をもっ

て前に進んでください。 

《 バレー部🏐 》 

 バレーボール部３年生の皆さん、3年間お疲れさまで

した。携わらせてもらった時間は本当に僅かですが、多

くの成長を感じました。３年間の努力が実を結び、最後

の大会では目標としていた市内大会出場を果たすことが

できました。皆さんと共に戦えたことを誇らしく思いま

す。これから本格的に進路に向けての戦いが始まりま

す。自分の夢や目標に向かって、精一杯努力を重ねてく

ださい。皆さんの活躍を期待しています。 

《 バスケットボール部男子🏀 》 

 バスケットボールを道として選び、それ故に仲間を思

いやること、本気で物事に対して努力する尊さを知りま

した。これまでの苦しく険しい道のりの中でも、変わら

ず練習を積み重ね、自分たち自身で掲げた県大会出場を

達成したみんなを心から尊敬しています。共に夢を追

い、私のバスケット人生をも彩ってくれた一人一人に感

謝します。ありがとう。これからも歩みを止めずに頑張

ってください。 

《 バスケットボール部女子🏀 》 

 ３年間よく最後まで頑張りました。みんなは、勝つ喜

びよりも負けるくやしさを経験することのほうが多かっ

たかもしれません。けれどもその一瞬一瞬を共に過ごせ

たこと、私にとってとても価値ある時間でした。これか

らもバスケットを通して学んだこと、経験したことを生

かして次の目標に向け、最後まで粘り強く諦(あきら)め

ずに頑張りましょう。 

《 サッカー部⚽ 》 

サッカー部３年生は、たった３人でしたが、お互いよ

く助け合い、後輩たちを引っ張ってくれました。サッカ

ーが大好きな３人で、３年間よく努力し、とても成長し

ました。特に、最後の夏の大会志徳戦。先制点を取られ

ても、決してあきらめず、精一杯戦い、１－１の引き分

けにもちこんだ粘り強さは素晴らしかったです。これか

らも、何事にもあきらめずに前向きにチャレンジし続け

てください。 

《 野球部⚾ 》 

野球部３年生 よく最後まで頑張った！たった３人。さ

れど３人とは思えない練習濃度と意識の高さ。こんな環

境の中でも自分たちの目標を見失わずに最後までやり切

った３人のことを先生は誇りに思います。最後の大会で

は、目標の県大会出場は叶わなかったけれど、熱い夏を

過ごせたことが、最高の思い出になると信じています。 
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【９月の行事予定】 

１３日（水） 

体育大会予行練習 

１５日（金） 

体育大会前日準備 

１６日（土）体育大会  

※弁当の日 

１７日 (日) 体育大会予備日  

※あれば、弁当の日 

 

schedule 

《 卓球部🏓 》 

３年生とは実質３か月程度ですが、先生の中ではもう

２，３年前からみなさんにかかわっているかのような感

覚でした。この３年間いろんなことがあったと思います

が、それらを乗り越えてきたことに自信と誇りを持って

ください。それがみなさんのこれからの人生を必ず支え

てくれます。これからも変わらず応援しています！がん

ばれ！！ 

《 剣道部☀ 》 

 昇段審査や夏の大会に向けて、日々の稽古(けいこ)を

がんばりました。小さなことの積み重ねが一本につなが

るのだと思います。高校では、団体戦にも出場できると

いいですね。そのためにも今は受験に向けて精進してく

ださい。がんばれ！！ 

《 美術部🖊 》 

現在美術部は平日の放課後１～２時間程度活動してい

ます。活動内容は、イラストやアニメなどそれぞれ得意

とするものをスケッチブックなどに描きためています。

２学期は文化発表会があります。その発表会に向けてみ

んなに披露できる素晴らしい作品を作り上げていってほ

しいと期待しています。 

《 ボランティア部🌎 》 

職員玄関前で美しく咲く季節の花々を大切に育ててく

れました。そのおかげで学校に来られる方々を気持ちよ

くお迎えすることができました。また校内の環境整備に

も積極的に取り組んでくれました。大会やコンテストな

どはないボランティア部でしたが、これからも自分にで

きることを探して頑張ってください。お疲れ様でした。 

《 ソフトテニス部🎾 》 

 入学してあっという間の３年間でした。学年の部員数がとても少ない中、不便なこともたくさんあったと思

いますが、本当によくがんばりました。あなたたちのおかげで部活の雰囲気もあたたかく、少ない人数でもと

ても大きな存在感がありました。引退してしまいさみしい気持ちでいっぱいですが、あなたたちがつないでく

れた横代中ソフトテニス部の伝統を今の部員でつなげていきます。３年生のこれからの活躍を祈っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校長のひとり言】 

～巨星（作家 森村 誠一氏)堕(お)つ～ 
 

 私が大学生の時、薬師丸ひろ子という女優さんが『野生の証

明』という映画でデビューしました。高倉健の娘役でスクリーン

に登場し、一世を風靡しました。その映画の原作となる小説を書

いたのが森村 誠一氏です。角川文庫から出された『人間の証

明』というミステリー小説が出世作で、その後、先月９０歳で亡

くなるまで、あらゆるジャンルの作品を世に出しました。森村さ

んは昭和２０年８月１５日の終戦の日を１２歳で迎えます。 

その前日、幼少期を過ごした埼玉県熊谷市が空襲に遭(あ)いま

す。多くの市民が犠牲になる中、森村さんは生き延びます。その

経験が作家になり、ノンフィクション小説で反戦と平和を訴え続

ける原点になります。晩年は静岡県熱海市で小説を書くかたわ

ら、散歩コースで出会った風景を写真に収め、俳句を添える「写

真俳句」のジャンルを開拓したことでも知られています。私は、

小説『人間の証明』を再読しました。「おもしろい」の一言です。

よくこんなストーリーを考えつくものだと感心しました。角川文

庫の当時のＣМの文句が「読むのが先か、見るのが先か」で、『人

間の証明』は映画にもなりました。反骨の小説家に敬意を表し、

一句作りました。 「懐かしき 麦わら帽子 今いづこ」合掌。 


